
　2004年 7月29日付京都新聞（朝刊）に、医療法人財団 医恵会 七条武田クリニック 院長 武田智美先生
の取材記事が掲載されました。

～ 肥満と糖尿病「治療と予防」～

糖尿病の症状は？

ほとんど症状がないのが糖尿病の特徴です。「のどの渇き」「頻尿」「体重減少」「体のだるさ」「足のし
びれ」など自覚症状が現れたときには、糖尿病がかなり進行していると考えられますので、すぐに病院
で受診してください。早期発見には、定期検診を受けることが大切です。

検診ではどんな検査をしますか？

尿糖と血糖値の検査です。ただ、食後血糖から上がりだす人もいるので、空腹時血糖に加え食後の血
糖を調べることも必要です。基本的に空腹時血糖110㎎/dl未満が正常ですので、それ以上の人は再
検査をお勧めします。尿糖が出ている場合は、血糖が160～180㎎/dlを超えていると考えられるので、
要検査になります。

糖尿病と診断されたら？

治療の基本は食事と運動療法です。食事療法のポイントとして、食事の量が挙げられます。標準体重
＝身長(m)×身長(m)×２２に、活動量(軽労働２５～３０キロカロリー、中労働３０～３５キロカロリー、重
労働３５キロカロリー)をかけた数値が、その人の適正カロリー量になります。この量を守るだけでもか
なり血糖の上昇を抑えられます。肥満が顕著な時は、２０キロカロリーで計算します。一番簡単で長く
続けられる運動は歩くことです。食後３０分～１時間後に、５０歳以下で脈拍が約１２０回／分、６０～７
０歳以上で約１００回／分を目安にして、２０～３０分間、最低週３、４回行うのが効果的です。

食事、運動療法で血糖値が下がらない場合は？

お薬を用います。最近、いろいろな種類の薬が開発されており、その人の病態に合わせた薬を選んで
いきます。肥満の人には、インスリンの効きをよくするインスリン抵抗性改善薬の使用が注目されてい
ます。

糖尿病にならないためには？

食事・運動療法が予防にもつながります。過食を避けて適正カロリーを摂取し、肥満にならないこと、そ
して普段から運動を心がけてください。
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